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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内部の形態画像を生成する超音波診断装置に接続された超音波プローブ本体に、
着脱自在に装着するホルダ部と穿刺針を誘導及び保持するガイドと、このガイドを支持す
るガイドベース部とからなる穿刺針アダプタであって、
　前記ガイドは、
　樹脂材料により嵌め合い機構を有して形成され、穿刺針を誘導する複数の溝体を備える
針溝ガイドと、
　同じく樹脂材料により嵌め合い機構を有して形成され、前記針溝ガイドの複数の前記溝
体と対をなす複数の連丘を備え、この連丘が前記穿刺針を溝体に押圧し、保持する針押し
ガイドとからなり、
　前記ガイドベース部は、
　前記針溝ガイドを前記嵌め合い機構により保持する針溝支持部と、
　前記針押しガイドを前記嵌め合い機構により保持する針押し支持部と、
　前記針溝支持部と針押し支持部とを、前記ホルダ部に連結される台座にヒンジを設け、
前記ガイドそれぞれの溝と連丘を対向して開閉可能に連結し、さらに前記対向を閉じるよ
うに緩く付勢するバネ体による開閉機構と、からなり、
　前記針溝ガイド及び前記針押しガイドは、着脱して、前記刺入の方向が異なる他の針溝
ガイド及び針押しガイドと交換できるように構成されることを特徴とする穿刺針アダプタ
。
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【請求項２】
　前記針溝ガイドは、その側端部に設けられたガイド凸板と、このガイド凸板に設けられ
着脱時に動かされる固定レバーとからなり、前記針押しガイドは、その側端部に設けられ
たベース凸板と、このベース凸板の設けられ着脱時に動かされる固定レバーとからなるこ
とを特徴とする請求項１記載の穿刺アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置の超音波プローブ（超音波探触子とも呼ぶ）に装着し、穿刺
針の刺入において使用される穿刺針アダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検者の生体に、穿刺針を刺入し、被検者の組織片の採取、或いは被検者の体内の局所
に薬剤を注入する医療技術として、超音波穿刺術が実施されている。この超音波穿刺術に
おいては、超音波画像診断装置により、生体内の穿刺対象と穿刺針の刺入位置を、観察し
ながら施術が行われる。超音波穿刺術の観察と穿刺針の刺入操作を、確実および安定に行
うために、観察を行う超音波診断装置の超音波プローブ（超音波探触子とも呼ぶ）に、穿
刺針の刺入方向および位置を案内する穿刺針ガイドを備える穿刺針アダプタが装着され施
術される場合もある。
【０００３】
　従来の穿刺針アダプタは、大きくは、超音波プローブの胴部に固定するホルダ部分と、
これに結合される穿刺針の刺入を案内する針ガイド部分との２部分で大略構成が成されて
、剛性強度および耐久性を確保する点から、これ等の各部分は一般的には金属材料により
構成される。この針ガイド部分において、複数の刺入角度に対応する構成、太さの異なる
穿刺針に対応する構成、さらに、穿刺針の着脱に対応する構成などの利便性を図る提案が
されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　近年、針先端付近以外の針筒周囲を樹脂コーティングして絶縁した構造の穿刺（治療）
針を体内に刺入し、その先端部分からＲＦ波（ラジオ周波）を放射することにより体内局
所を加熱治療する手法が行なわれている。この穿刺治療針を患者の治療対象の局所に刺入
する際に、超音波プローブ及びこれに取り付けた上述の穿刺針アダプタを用いて行われる
。しかし、この穿刺治療針を穿刺針アダプタの金属製の針ガイド部分に差し入れるときに
、樹脂コーティングを傷付けることがあった。穿刺治療針の傷付けられた樹脂コーティン
グの部分がアダプタのガイド付近に位置したときに、この破損部分から穿刺針アダプタへ
電流が流れ、さらに穿刺針アダプタから生体表面に電流が流れる場合がある。この漏れ出
た電流により、生体表面に熱傷を生じさせる場合があり、金属材料により構成される針ガ
イド部分を有する穿刺針アダプタを使用しながら穿刺治療針によるラジオ周波の加熱治療
を行うには問題があった。
【０００５】
　また、穿刺針の刺入方向においては、治療の部位が多岐に亘り、超音波プローブのホリ
ゾンタルライン（超音波放射方向の垂直な水平線）に対する広範囲の刺入角度で刺入する
ことが求められて、これ等の設定が簡便に行えることが求められている。
【特許文献１】特開２００５－３４２７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上に述べたように、樹脂コーティングを施した穿刺治療針による加熱治療において、従
来の金属製の穿刺針アダプタを使用して穿刺治療針を操作することには、往々にして、樹
脂コーティングの破損部分から漏洩電流が生じて、時として患者或いは被検者に熱傷を生
じさせる問題があった。また、穿刺刺入角度の設定範囲が広範囲で、種々の刺入角が容易
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に設定できることも、大いに求められるところであった。
【０００７】
　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたもので、穿刺治療針の樹脂コーティングに破損
があった場合においても、穿刺針アダプタの金属部分への電流が流れることのない穿刺針
アダプタを提供することを目的とする。
【０００８】
　また、種々の部位に対応する広範囲の穿刺針の刺入方向に対し、所望の超音波プローブ
の観察位置において、適切な刺入角を設定し得る穿刺針アダプタを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の穿刺針アダプタは、被検体内部の形態画像を生成
する超音波診断装置に接続された超音波プローブ本体に、着脱自在に装着するホルダ部と
穿刺針を誘導及び保持するガイドと、このガイドを支持するガイドベース部とからなる穿
刺針アダプタであって、前記ガイドは、樹脂材料により嵌め合い機構を有して形成され、
穿刺針を誘導する複数の溝体を備える針溝ガイドと、樹脂材料により嵌め合い機構を有し
て形成され、前記針溝ガイドの複数の前記溝体と対をなす複数の連丘を備え、この連丘が
前記穿刺針を溝体に押圧し、保持する針押しガイドとからなり、前記ガイドベース部は、
前記針溝ガイドを前記嵌め合い機構により保持する針溝支持部と、前記針押しガイドを前
記嵌め合い機構により保持する針押し支持部と、前記針溝支持部と針押し支持部とを、前
記ホルダ部に連結される台座にヒンジを設け、前記ガイドそれぞれの溝と連丘を対向して
開閉可能に連結し、さらに前記対向を閉じるように緩く付勢するバネ体による開閉機構と
、からなり、前記針溝ガイド及び前記針押しガイドは、着脱して、前記刺入の方向が異な
る他の針溝ガイド及び針押しガイドと交換できるように構成されることを特徴とするもの
である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による穿刺針アダプタによれば、穿刺治療針の樹脂コーティングが破損された場
合においても、穿刺針アダプタの金属部分への電流が流れることのない穿刺針アダプタを
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図１～６を用いて詳細に説明する。
【００１４】
（実施形態１）
　図１は、超音波プローブ本体に本発明の穿刺針アダプタの第１の実施形態を取り付けた
斜視図であり、同図（ａ）は左上前方から、同図（ｂ）は右下後方からの模式斜視図であ
る。図２（ａ）は、図１の穿刺針アダプタのホルダ部分と、針溝ガイド及び針押しガイド
を取り外したガイドベース部分の構成の詳細を同じく示す斜視図であり、また同図（ｂ）
には、調整ネジ板４２に設ける可動体４４１の構成を示す模式断面図である。図３は、本
実施形態の針溝ガイド及び針押しガイドのそれぞれを異なる視線方向から見た模式斜視図
である。なお、図において、同一部分には同一符号を付して図示している。
【００１５】
　ここで図示した超音波プローブ本体１は、円弧状に超音波ビームをスキャンするコンペ
ックスタイプが示されているが、これに限らずリニアスキャンタイプあるいはセクタスキ
ャンタイプなどどのようなスキャン方式のものであっても良く、先端部に音響レンズ１ａ
を備え、この部分を被検者の体に接触させて、医師あるいは技師などの操作者が被検者の
体内の対象部位を探査しながら、穿刺針の刺入施術する場合に用いられるものである。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態の穿刺針アダプタ２の構成は、大きくは、超音波プロー
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ブ本体１を挟み込むようにして取り付けるホルダ部２０と、これに（本斜視方向から隠れ
て見えない）ヒンジにより連結されたガイドベース部３０と、このガイドベース部３０を
構成する針溝支持部４０の溝用ベースＡ４１ａに装着される針溝ガイド６０ａ、及び同じ
く針押し支持部５０の押し用ベースＡ５１ａに装着される針押しガイド７０ａそれぞれと
によりなる。
【００１７】
　ホルダ部２０の構成の詳細は、図１及び図２に示すように、超音波プローブ本体１の胴
部を挟み込むように金属製のホルダ２１ａ、２１ｂによって取り付けられている。すなわ
ち、ホルダ２１ａ、２１ｂは、図１（ｂ）に図示する第１のヒンジ２３によって連結され
た略帯状を成す２つの取り付け具で、ともに超音波プローブ本体１の胴部の外形に沿う如
く加工が施されており、超音波プローブ本体１の外側に巻き渡すようにし、第１のヒンジ
２３を設けた側と反対の側の先端部同士を固定ネジ２２によって締め付けて、このホルダ
２１ａ、２１ｂの持つ弾性カが作用し、超音波プローブ本体１を挟持する。なお、超音波
プローブ本体１の胴部を挟持した状態ではホルダ２１ａ、２１ｂの対峠する先端部同士の
間に若干の空隙を設け、固定ネジ２２のねじによってこの隙間を減少させるように締め込
むことによって、強固に固定するようにすることが好ましい。また、この固定ネジ２２は
、一方のホルダ２１ｂの先端部に回転自在に軸止されており、固定ネジ２２のつまみ部分
を他方のホルダ２１ａの先端部に係合させることにより、ホルダ２１ａ、２１ｂの先端部
を締め付けている構成とすることは好適となる。
【００１８】
　また、図１（ｂ）に示されているように、ホルダ２１ａには、第１のヒンジ２３の部分
から突出した台座部２４が形成されており、この台座２４にガイドベース部３０が固定さ
れている。ガイドベース部３０は、針溝支持部４０と針押し支持部５０とを有し、これら
の基部は第２のヒンジ３３によって連結されている。
【００１９】
　そして、針押し支持部５０の基部は、ネジ止めあるいは溶接など適宜の手段によってホ
ルダ２１ａの台座２４に固定されている。また、針押し支持部５０は、図２に図示するよ
うに、基部から水平方向へ突出した部分に嵌め合い段差５２ａを設けて、さらにその側部
には嵌め合い凹部５３ａ、５３ｂ（嵌め合い凹部５３ｂは陰となって図示せず）を設けた
ステージ状の押し用ベースＡ５１ａを形成して備えている。
【００２０】
　一方、ガイドベース部３０の針溝支持部４０は、第２のヒンジ３３に連結した基部から
立ち上がり先端側が略水平に屈曲したＬ字型をした調整ネジ板４２を設ける。この調整ネ
ジ板４２には、軸芯４３１を移動させる調整ネジ４３、及び３個の筒体４４ａ～４４ｃ（
筒体４４ｃは、他の構造物の陰になって図示せず）を備える。さらに、この筒体４４ａ～
４４ｃそれぞれの内部を滑動する３本の可動棒体４４１ａ～４４１ｃ（可動棒体４４１ｃ
は、他の構造物の陰になって図示せず）が挿入される。
【００２１】
　図２（ｂ）の模式断面図に示すように、これら可動棒体４４１（ａ～ｃ）それぞれの挿
入側の端部は、筒体４４（ａ～ｃ）から抜け落ちないように規制する端部処理、例えば、
ネジ頭など施し、これを引き上げるようにバネ体４４２が備えられている。可動棒体４４
１の他端は、側部に嵌め合い凹部４６ａ、４６ｂ（嵌め合い凹部４６ｂは陰となって図示
せず）を設けた板状の溝用ベースＡ４１ａの上面にそれぞれ固着接続される。調整ネジ４
３により移動する軸芯４３１は、溝用ベースＡ４１ａの上面を押し出すように作用し、調
整ネジ４３により軸芯４３１を引き戻すと、溝用ベースＡ４１ａは引き戻した位置と前述
の端部処理による規制の位置との間の筒体４４内を自由に位置変化することができる。針
溝支持部４０は、位置調整の可能な溝用ベースＡ４１ａを形成して備えている。
【００２２】
　次に、上述の溝用ベースＡ４１ａに装着される針溝ガイド６０ａ、及び押し用ベースＡ
５１ａに装着される針押しガイド７０ａのそれぞれに付いて、図３を用いて説明する。図
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３（ａ）、（ｂ）には、針溝ガイド６０ａを上から、或いは下から見たそれぞれ斜視図を
、同図（ｃ）、（ｄ）には、押し用ベースＡ５１ａのそれぞれ斜視図を示す。
【００２３】
　針溝ガイド６０ａは、図３（ｂ）に示すように少なくも２本の穿刺針を挿入するための
Ｖ字溝６１ａ、６１ｂが設けられて、その背後の上面６２の両脇に、嵌め合い凸部６４ａ
、６４ｂをそれぞれに備える挟持フィン６３ａ、６３ｂが設けられて、ポリサルホン（Ｐ
ＳＦ）、ポリエーテルサルホン（ＰＥＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、
或いはポリフェニレノキサイド（変性ＰＰＯ）などの電気絶縁特性を有する樹脂にて形成
される。そして、この針溝ガイド６０ａは、挟持フィン６３ａ、６３ｂの端部を開き加減
にして、図２に示す溝用ベースＡ４１ａの下面に嵌め込み、上面６２を接するように密着
させる。このとき、針溝ガイド６０ａの嵌め合い凸部６４ａ、６４ｂそれぞれが、溝用ベ
ースＡ４１ａの嵌め合い凹部４６ａ、４６ｂ（嵌め合い凹部４６ｂは陰となって図示せず
）に嵌まり込んで、溝用ベースＡ４１ａと針溝ガイド６０ａとが強固に接合して構成され
る。
【００２４】
　一方、針押しガイド７０ａは、図３（ｃ）に示すように針溝ガイド６０ａのＶ字溝と同
本数の針押し連丘体７１ａ、７１ｂが設けられて、その背後の下面７２の両脇に、嵌め合
い凸部７４ａ、７４ｂをそれぞれに備える挟持フィン７３ａ、７３ｂが設けられて、ポリ
サルホン（ＰＳＦ）、ポリエーテルサルホン（ＰＥＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（
ＰＥＥＫ）、或いはポリフェニレノキサイド（変性ＰＰＯ）などの電気絶縁特性を有する
樹脂にて形成される。そして、この針押しガイド７０ａは、挟持フィン７３ａ、７３ｂの
端部を開き加減にして、図２に示す押し用ベースＡ５１ａの上面に嵌め込み、下面７２を
接するように密着させる。このとき、針押しガイド７０ａの嵌め合い凸部７４ａ、７４ｂ
それぞれが、押し用ベースＡ５１ａの嵌め合い凹部５３ａ、５３ｂ（嵌め合い凹部５３ｂ
は陰となって図示せず）に嵌まり込んで、押し用ベースＡ５１ａと針押しガイド７０ａと
が強固に接合して構成される。
【００２５】
　また、針溝支持部４０と針押し支持部５０とを連結している第２のヒンジ３３には、図
示していないがバネを介在させて、図１に示すように、針溝支持部４０の針溝ガイド６０
ａを、針押し支持部５０の針押しガイド７０ａ側へ付勢するように、押圧カが通常作用す
るよう構成する。針溝ガイド６０ａ及び針押しガイド７０ａの着脱には、針着脱レバー２
５の操作により、第２のヒンジ３３部分に介在したバネの付勢力に抗して針溝支持部４０
の針溝ガイド６０ａと針押し支持部５０の針押しガイド７０ａの接合が解かれた状態にし
て行う。針溝ガイド６０ａ或いは針押しガイド７０ａの離脱には、挟持フィン６３ａ、６
３ｂ或いは挟持フィン７３ａ、７３ｂの端部を開き加減にして、嵌め合い凹部４６ａ或い
は嵌め合い凹部５３ａへの引き掛りを外して行えることは言うまでもない。
【００２６】
　また、対となる針溝ガイド６０ａ及び針押しガイド７０ａに設けられた複数の溝体の方
向（刺入角度）が異なる数種の針溝ガイド６０ａ及び針押しガイド７０ａの対を挟持フィ
ン及び嵌め合い凸部を同様にして備えて予め揃えて、異なる穿刺針の刺入角度に対応する
場合には、所望角度或いはそれに近い角度の溝体を備える針溝ガイド６０ａ及び針押しガ
イド７０ａの対を選択して、これを取り付けて施術できることは言うまでもない。
【００２７】
　次に、本実施形態の穿刺針アダプタの作用、動作について説明する。
【００２８】
　先ず、超音波プローブ本体１の胴部に、穿刺針アダプタ２のホルダ部２０のホルダ２１
ａ、２１ｂで挟み込むようにして取り付け、ホルダ２１ａ、２１ｂの先端部を係合させて
固定ネジ２２により強固に固定する。このようにして、超音波プローブ本体１に穿刺針ア
ダプタ２を取り付けた状態で、これを操作して操作者は、被検者の超音波画像を観察しな
がら画像中の穿刺対象部位（例えば加熱治療の対象となる患部）を確認する。
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【００２９】
　そして、穿刺対象部位が定まれば、患部の状況から使用する穿刺針或いは加熱治療アン
テナの穿刺治療針を決め、その太さに合うように調整ネジ４３によって、針溝ガイド６０
ａに形成されているＶ字溝６１ａ、６１ｂと針押しガイド７０ａに形成されている針押し
連丘体７１ａ、７１ｂとの間隔を調整する。その後、穿刺針を針溝ガイド６０ａに形成さ
れている所望のＶ字の溝に挿入し、映し出された超音波画像の観察により、穿刺針の所定
部分が対象部位に向かって刺入していることを確認する。穿刺針の先端部が所望の位置（
患部）に到達したことを確認すれば、穿刺針の刺入の操作手順が完了する。
【００３０】
　穿刺針の所望の刺入ができれば、次に刺入した穿刺針による処置、すなわち組織の吸引
、薬液の注入、或いは加熱治療などの目的の施術を行う。この施術とき、対象の患部の超
音波画像を観察しながら行う場合には、穿刺針を穿刺針アダプタ２の針溝ガイド６０ａと
針押しガイド７０ａにより挟持させた状態の超音波プローブ本体２により、超音波断層画
像を撮れば、穿刺針の像と共に患部の像も観察できる。例えば、ＲＦ波（ラジオ周波）を
放射する穿刺治療針を刺入して、加熱治療の進行を観察しながら治療を進める場合に、穿
刺治療針の電気的絶縁をするコーティングが一部で破損していても、穿刺治療針は電気絶
縁をする樹脂により形成された針溝ガイド６０ａと針押しガイド７０ａにより挟持されて
穿刺針アダプタに保持されており、加熱のための高周波電流は穿刺針アダプタの他の金属
製部分へ漏洩することが全く無く、目的外の加熱をすること無く加熱治療を施術できる。
【００３１】
　一方、長時間の施術を行うような場合では、超音波画像による観察を中断して、穿刺（
治療）針のみを留置して施術を継続するときには、操作者が指で針着脱レバー２５の先端
部を、ホルダ２１ａ側へ押し下げる操作により、第２のヒンジ３３部分に介在したバネの
付勢力に抗して針溝支持部４０の針溝ガイド６０ａと針押し支持部５０の針押しガイド７
０ａの嵌合が解かれるように回動させて、被検者に穿刺針を刺したまま、穿刺針アダプタ
２及び超音波プローブ本体１から離脱させて処置を施すこともできる。施術が終了して、
その状況を超音波画像により再び観察する場合には、針着脱レバー２５を操作して、針溝
ガイド６０ａと針押しガイド７０ａの嵌合を開いて、針溝ガイド６０ａの溝体に留置して
いる穿刺（治療）針が納まるように穿刺針アダプタ２共々超音波プローブ本体１を位置さ
せて、針溝ガイド６０ａと針押しガイド７０ａを閉じると元の観察位置に戻すことができ
る。
【００３２】
　また、本実施形態の穿刺針に触れる針溝ガイド及び針押しガイドの部分は、挟持フィン
６３ａ、６３ｂ或いは挟持フィン７３ａ、７３ｂにより着脱可能に取り付けられるので、
この挟持フィンの形状を全く同じにして、図６（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び同図（ｄ）、
（ｅ）、（ｆ）に示すように、例えば、図６（ａ）は８０度と６７度の組、同図（ｄ）は
８０度と５５度の組のように、他の異なる種々の穿刺角度の針溝ガイド６０’及び針押し
ガイド７０’を予め具備しておくことは好適である。予め準備したこれ等のガイドの複数
の組みの中から、所望する角度の針溝ガイド及び針押しガイドを選択して、これ等を針溝
支持部４０或いは針押し支持部５０に装着することにより、刺入角度の設定を簡便に変更
ができる。
【００３３】
　本実施形態によれば、ＲＦ加熱治療用穿刺針の使用において、穿刺針の電気絶縁のコー
ティングが破損している場合であっても、穿刺針アダプタの部分への漏洩電流を防止し、
被治療者に目的外の異常加熱をすることが無い穿刺針アダプタを提供できる。
【００３４】
　さらに、異なる穿刺角度の針溝ガイド及び針押しガイドを予め準備して置き、これの中
から所望する刺入角となる針溝ガイド及び針押しガイドの組を選択し、これ等を装着して
、穿刺針の刺入角度を簡便に更できる利点もある。
【００３５】



(7) JP 4489007 B2 2010.6.23

10

20

30

40

50

　また、本実施形態の針溝ガイド及び針押しガイドのそれぞれは、形状が単純で樹脂成形
品として大量に廉価で供給できる。したがって、これ等の針溝ガイド及び針押しガイドの
それぞれをディスポーザブル品として扱い、複雑で特殊な消毒・滅菌処理のコストを削減
できる。さらに、この処理による耐久性劣化を回避する医療用器具の提供をする利点もあ
る。
【００３６】
（実施形態２）
　図４は、超音波プローブ本体に本発明の第２の実施形態の穿刺針アダプタを取り付けた
斜視図であり、同図（ａ）は針溝ガイド及び針押しガイドがより強固に装着される穿刺針
アダプタの模式斜視図であり、同図（ｂ）は本実施形態の穿刺針アダプタのホルダ部分と
、針溝ガイド及び針押しガイドを取り外したガイドベース部分の構成の詳細を示す斜視図
である。図５は、本実施形態の針溝ガイド及び針押しガイドを異なる視線方向から見た模
式斜視図である。なお、図４、５においても、図１～３と同様に同一部分には同一符号を
付して図示している。
【００３７】
　本実施形態の穿刺針アダプタの構成は、前述第１の実施形態と全く同様に構成したホル
ダ部２０と、同じくこれに第１のヒンジ２３（図１（ｂ）を参照）により連結されたガイ
ドベース部３０とからなる。本実施形態のガイドベース部３０は、溝用ベースＢ４１ｂと
これに装着される針溝ガイド６０ｂ、及び同じく押し用ベースＢ５１ｂとこれに装着され
る針押しガイド７０ｂの形態が、第１の実施形態と異なる以外は、同様の構成による。
【００３８】
　本実施形態の溝用ベースＢ４１ｂは、図４（ｂ）に示すように、針溝支持部４０の調整
ネジ板４２に備える３個の筒体４４ａ～４４ｃ（筒体４４ｃは、他の構造物の陰になって
図示せず）の内部を滑動する３本の可動棒体４４１ａ～４４１ｃ（可動棒体４４１ｃは、
他の構造物の陰になって図示せず）の端部それぞれ取り付けられて、側部にベース凸板４
７ａを設けた板状の取り付けベースを形成している。本実施形態の押し用ベースＢ５１ｂ
は、同じく図４（ｂ）に示すように、第２のヒンジ３３（図１（ｂ）を参照）によって連
結される基部２４から水平方向へ突出した部分に嵌め合い段差５２ａを設けて、さらにそ
の側部にはベース凸板５５ａを設けたステージ状の取り付けベースを形成している。
【００３９】
　上述の溝用ベースＢ４１ｂに装着される針溝ガイド６０ｂは、図５（ａ）に示すように
穿刺針を挿入するための少なくも２本のＶ字溝６１ａ、６１ｂが設けられて、その背後の
上面の側端部に、ガイド凸板６６を備える。このガイド凸板６６には、嵌合枠６５ａを備
える固定レバー６５が設けられる。このガイド凸板６６と溝用ベースＢ４１ｂのベース凸
板４７ａとを揃えて、この針溝ガイド６０ｂの上面と溝用ベースＢ４１ｂの下面とを密着
し、嵌合枠６５ａの枠内に両凸板を嵌り込むように固定レバー６５をガイド凸板６６側へ
倒して、針溝ガイド６０ｂを装着する。なお、針溝ガイド６０ｂは、ポリサルホン（ＰＳ
Ｆ）、ポリエーテルサルホン（ＰＥＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、或
いはポリフェニレノキサイド（変性ＰＰＯ）などの電気絶縁特性を有する樹脂にて形成さ
れる。
【００４０】
　一方、押し用ベースＢ５１ｂに装着される針押しガイド７０ｂは、図５（ｂ）に示すよ
うに針溝ガイド６０ｂのＶ字溝と同本数の針押し連丘体７１ａ、７１ｂが設けられて、そ
の背後の下面の側端部に、ガイド凸板７６を備える。このガイド凸板７６にも針溝ガイド
のガイド凸板６６と同様に、嵌合枠７５ａを備える固定レバー７５が設けられる。このガ
イド凸板７６と押し用ベースＢ５１ｂのベース凸板５５ａとを揃えて、この針押しガイド
７０ｂの下面と押し用ベースＢ５１ｂの上面の嵌め合い段差５２ａとを密着し、嵌合枠７
５ａの枠内に両凸板を嵌り込むように固定レバー７５をガイド凸板７６側へ倒して、針押
しガイド７０ｂを装着する。なお、針押しガイド７０ｂも、針溝ガイド６０ｂと同様の電
気絶縁特性を有する樹脂にて形成される。
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【００４１】
　本実施形態によれば、電気絶縁のコーティングが破損しているＲＦ加熱治療用穿刺針の
使用においても、穿刺針を支持する樹脂製の針溝ガイド及び針押しガイドにより電気絶縁
が成されて、穿刺針アダプタの部分への漏洩電流を防止し、被治療者に目的外の異常加熱
をすることが無い穿刺針アダプタを提供できる。
【００４２】
　また、本実施形態において、穿刺針に触れる針溝ガイド及び針押しガイドの部分は、着
脱可能に取り付けられて、その取り付け或いは取り外しが、嵌合枠を備える固定レバーの
操作で簡便に行えて、施術中の穿刺角度の変更において予め用意した種々の穿刺角度とな
るこれ等ガイドの対との変更が簡便にできる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の第１の実施形態を示す模式斜視図。
【図２】第１の実施形態におけるホルダ部分とガイドベース部分の斜視図、および可動体
の構成を示す模式断面図。
【図３】第１の実施形態における針溝ガイドと針押しガイドの模式斜視図。
【図４】本発明の第２の実施形態を示す模式斜視図。
【図５】第２の実施形態における針溝ガイドと針押しガイドの模式斜視図。
【図６】実施形態における挟持フィンを全く同じにした穿刺角度の異なる針溝ガイドと針
押しガイドの模式斜視図。
【符号の説明】
【００４４】
　１・・・超音波プローブ本体、
　１ａ・・・音響レンズ、
　２・・・穿刺針アダプタ、
　２０・・・ホルダ部、
　２１ａ、２１ｂ・・・ホルダ、
　２２・・・固定ネジ、
　２３・・・第１のヒンジ、
　２４・・・台座、
　２５・・・針着脱レバー、
　３０・・・ガイドベース部、
　３３・・・第２のヒンジ、
　４０・・・針溝支持部、
　４１ａ・・・溝用ベースＡ、
　４１ｂ・・・溝用ベースＢ、
　４２・・・調整ネジ板、
　４３・・・調整ネジ、
　４４ａ、４４ｂ、４４ｃ・・・筒体、
　４６ａ、５３ａ・・・嵌め合い凹部、
　４７ａ、５５ａ・・・ベース凸版、
　５０・・・針押し支持部、
　５１ａ・・・押し用ベースＡ、
　５１ｂ・・・押し用ベースＢ、
　５２ａ・・・嵌め合い段差、
　６０ａ、６０ｂ・・・針溝ガイド、
　６１ａ、６１ｂ・・・Ｖ字溝、
　６２・・・上面、
　６３ａ、６３ｂ、７３ａ、７３ｂ・・・挟持フィン、
　６４ａ、６４ｂ、７４ａ、７４ｂ・・・嵌め合い凸部、
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　６５、７５・・・固定レバー、
　６５ａ・・・嵌合枠、
　６６・・・ガイド凸板
　７０ａ、７０ｂ・・・針押しガイド、
　７１ａ、７１ｂ・・・連丘体、
　７２・・・下面、
　４３１・・・軸芯
　４４１ａ、４４１ｂ・・・可動棒体、
　４４２・・・バネ体。

【図１】 【図２】
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【図５】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种即使当穿刺治疗针的树脂涂层破裂时也不会使
电流流到穿刺针适配器的金属部分的穿刺针适配器。 解决方案：该穿刺
针适配器连接到超声波探头，该超声波探头连接到超声诊断设备，用于
在对象内部产生形态图像，并引导穿刺针插入对象内部，其中穿刺针适
配器引导部分，其与穿刺针接触并引导它，至少一部分与穿刺针接触由
非导电材料制成，以及保持器部分由金属材料制成并附接到超声探头穿
刺针适配器。 点域1
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